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Ⅰ.環境経営方針

1.環境理念

基づき、誠実で堅実な経営と、不断の改善を通じて、顧客と社会から信頼され、

2.行動指針

　　 勤務時間の適正化及び汚染の予防について継続的改善に努めます。

制定日：2010年9月24日

改定日：2021年5月13日

有限会社トライテック

代表取締役　泰永　鋭雄

　①　二酸化炭素排出量の削減(電力の使用量の削減及び燃費の向上）に努めます。

　②　廃棄物排出量削減(分別の徹底と排出量の削減）に努めます。

　⑤　測量情報のデジタル化を提案、推奨に努めます。

　④　上水使用量の削減に努めます。

（４）この環境経営方針は当社全従業員に周知するとともに、社会にも公開します。

　③　紙資源投入量の削減(コピー用紙使用量削減）に努めます。

（２）エコアクション２１環境経営システムを構築･運用し、業務効率化による

（３）事業活動全般における環境負荷を削減するために次の活動に取組みます。

環境経営方針

  当社は「個々の技術を生かし社会資本整備の一翼を担う。」と言う社是に

満足していただける品質を提供することを品質方針とし、環境に配慮できる企

測量全般の事業活動を通じて次の項目に取組みます。

（１）環境関連法規制等及び社内ルールを遵守します。

業として、全社一丸となって環境経営システムを構築･運用し、自主的･積極的に

環境保全活動に取り組みます。



Ⅱ.組織の概要

（1) 事業所 有限会社トライテック　

　　代表者氏名 代表取締役　　泰永　鋭雄

（2) 対象事業所

（3) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　環境管理責任者氏名 代表取締役　泰永　鋭雄

　　連絡担当者氏名 総務　 　　　　泰永　芳世

　　TEL：0790-27-8638　　　　FAX：0790-27-8639

　　メールアドレス trytec@oak.ocn.ne.jp

（4) 対象事業活動

　　測量業

（5) 事業の規模

　　　　　 項　目 単位

　　　　　　 売上高 百万円

　　　　　　 従業員数 人

事業所
床延面積

㎡

（6) 主な環境負荷の実績

　二酸化炭素
　総排出量

kg-CO2

一般廃棄物量 kg

上水使用量 ㎥

（注2）　CO2総排出量にはガソリン及び灯油使用由来のCO2が含まれています。

（注3）　廃棄物は事業系一般廃棄物だけで、産業廃棄物はありません。

（7） 事業所の認証・登録の範囲

事業所名 従業員数

有限会社トライテック
本社

2名

　佐用支店 2名

西脇分室 4名

（注1）当社では、化学物質の使用実績はありません。

兵庫県西脇市上比延町1073-4 2014認証･登録

兵庫県佐用郡佐用町三日月1213 2014認証･登録

所　在　地

兵庫県加西市玉野町857

認証・登録
の状況

2011認証・登録

（注4）　2022年は4月1日～7月31日とし、今後、事業年度を8月1日～7月31日に変更します。

1.6

8

129.2

2022年度
（4月～7月）

72.7

9

129.2

2021年度

121.6

8

129.2

2020年度

　　所在地

有限会社トライテック西脇分室

有限会社トライテック佐用支店

〒679-0107　兵庫県加西市玉野町857

〒677-0039　兵庫県西脇市上比延町1073-4

有限会社トライテック本社

〒679-5133　兵庫県佐用郡佐用町三日月1213
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（8） EA21環境経営のシステム実施体制



Ⅲ環境経営目標とその実績

当社の主な環境経営目標とその実績は次の通りです。

2018年度
実績
（基準年
度）

2023年度 2024年度

単位 実績 目標 実績
目標
達成率

目標 目標

kg-CO2 21,939 6,184 － 21,939 21,939

8,307 8,141 - － 8,099 8,057

2,407 2,359 2,467 96 - -

％ － 2.0 - － 2.5 3.0

kg-CO2 3,472 3,403 1,031 - 3,385 3,368

8,097 - - - - -

2,407 - 2,221 - - -

16.2 16.4 - - 16.5 16.5

17.9 18.1 17.8 98 - -

％ (2019年度） 0 0.15 - 2.0 2.0

kg-CO2 18,785 5,584 - - -

分
別
・
削
減

一
般
廃
棄
物
の

％ － 100 100 100 100 100

152 152 - - 152 152

40 40 22 182 - -

％ － 100 100 100 100 100

42 39 - - 34 34

11 10 8 127 - -

％ － 7.5 - - 12.5 12.5

測量情報

のデジタ

ル化

件 65 25 25 100 受注件数全数 受注件数全数

業

務

の

効

率

化

件 － 1 0 - 1 1

＊事業年度の決算月を変更した為、実績値のみを記載しています。

　　　　年度
　　　　目標・実績

項目

2022年度
上段：通年
下段：4月～7月

削減率
（基準年度比）

の

削

減

 

 

 

 

 

 

紙

資

源

投

入

量

受注仕様チェック
リスト3日以内提出

kg

　　　CO2　排出量（注1）

電
力
使
用
量

分別の徹底活動
分別・削減

＊上水使用量のデータは、2018年度基準年度とし、2019年度以降2.5％減を目標値としています。

＊燃費の改善のデータは、2019年度実績を基準とし、0.5％向上を目標値としています

燃費アップ率

削減率
（基準年度比）

ICTによる業務の効率
化

デジタル化提案件数
(受注件数全数)

(注2）その他当社では化学物質の使用実績はありません。

(注3）紙資源投入量の削減でコピー用紙購入量のデータを使用量に変更しました。

(注4）一般廃棄物の分別･削減の活動は、「環境経営目標及び環境経営計画と進捗管理表」に基づいています。

　　　CO2　排出量

（注1）「電力の二酸化炭素排出係数」について、比較検証のため全て2017年度の電気
事業者別CO2排出係数(関西電力㈱CO2排出係数「調整後」）0418(kg-CO2/kWh）を使
用して算出しています。

(注5）廃棄物は、事業系一般廃棄物（0.2ｔ未満）だけで産業廃棄物はありません。

＊電力使用量の目標値について、2018年基準年度とし、2020年度以降は2020年実績の0.5％減を目標値としています。

　　　CO2　総排出量

ガ
ソ
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ン
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動
車
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燃
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水
資
源
の
節
約

使用量

燃費の改善

使用量

コ
ピー

用
紙

L

ｋｍ/ℓ

㎥上水使用量

使用量 ｋWh



Ⅳ環境経営計画の取組計画と結果の評価及び次年度の取組内容

取組結果

次年度の取組

取組結果

次年度の取組

取組結果

活動が定着してきた。目標も達成できた。

次年度の取組

取組結果

次年度の取組

今後も根気よく提案を続けていく。

取組結果

次年度の取組

活動は、なお一層努力し、電力削減に努める。

    ①　節水コマの設置

上水使用量の削減

　　⑤　洗浄の際、洗剤を適正使用する

　　⑥　実施状況確認4回以上／月

　　②　分別表示をして分別を徹底する

リサイクル出来る物は有効利用に心掛ける事。

測量情報のデジタル化提案

　　⑦　実施状況確認4回以上／月

　　　　の記入

　　④　実施状況確認４回以上／月

目標は達成できたが、結果としてデジタル納品のみとなった業務は
少なかった。

このまま、初心忘れるべからずで削減活動を実行していく。

　　　　に貼り付け

　　　　　依頼する

活動が定着してきて、使用量が削減出来ている事は喜ばしい。

　　④　出しっぱなしにしない

　　②　節水シールの貼り付け

　　③　消音装置を設置する

節水活動が定着して来ている為かなり難しい目標となると思うが、よ
り徹底した活動に取り組みたい。

　　　　　デジタル化納品を提案していく

一般廃棄物の分別

使用量は削減出来なかったが売上が向上した。活動は定着してい
る。

　　⑥　受注時、測量作業チェックリスト

取組計画 取組結果の評価と次年度取組

    ①　冷房：室温28℃　暖房：室温20℃

　　②　エアコン・石油ファンヒータのフィ

電力使用量の削減

作業量の増加により電力使用量が増えた。
売上増に伴うものであるが、電力使用量削減活動は定着している。

　　　　ルター清掃1回／月

　　③　冷房時遮光カーテンを閉める

　　④　部分消灯

　　⑤　不使用時消灯(パソコン含む）

　　③　購入先に簡易包装・返却を

    ①　客先に受注物件の全てにおいて

    ①　分別対象廃棄物を決める

　　⑤　コピー対象文書の見直し

　　　　　（廃止・ＩＴ化）

　　⑥　退社時は元電源を切る

　　⑦　節電シールの貼り付け

　　⑧　実施監視パトロール4回以上／月

紙資源投入量の削減活動

    ①　印刷、コピー用紙の両面刷り

　　②　ミス･廃コピー用紙の裏面利用

　　③　コピー対象物・枚数の事前確認

　　④　上記注意事項をコピー機の近く



取組結果

次年度の取組

取組結果

次年度の取組

Ⅴ環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

2.違反、訴訟等の有無

　・当社において定期的に実施する上記遵守評価の結果、環境関連法規等への違反はありませんでした。

　・なお、関係当局からの違反の指摘は過去3年間ありません。

1.環境経営方針 変更の必要性なし

2.環境経営目標及び環境経営計画

４.その他

3.実施体制 変更の必要性なし

事業承継のために、本年度の決算期を3月より7月に変更した。(本年
度は暫定的に4月～7月の4ヶ月間)
結果、本業の繁忙期と重ならず、事務処理の煩雑さの解消という目
標に光が見えたように思う。社員の高齢化、若年の労働力不足が直
近の問題として顕著化している中、エコアクションの事務処理も含め
た簡素化を図り、持続可能な会社を目指し、次世代に事業承継した
い。

見直し項目 変更の必要性・指示事項

変更の必要性なし

実績が無かった。

    ①　ICTによる業務の効率化

　　②

業務の効率化

取組計画 取組結果の評価と次年度取組

5.自動車リサイクル法

全体評価と見直し実施日：2022.9.26

1.廃棄物処理法 一般廃棄物の処理　

業務用廃パソコンの処理

Ⅵ代表者による全体評価と見直し・指示の結果

使用済み自動車の処理

アイドリングストップ等

4.資源有効利用促進法

6.自動車の運行に関する条例(加西市）

3.小型家電リサイクル法 小型家電製品の処理

廃家電製品の処理2.家電リサイクル法

積極的に取り組みたい。

自動車燃費アップ

エコカーの利用が増え為、、燃費向上を達成できた。
活動は定着してきている。エコドライブを周知させた。

　　②　運転日報１回/月点検

    ①　運転日報を記録する

1環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

適用される要求事項適用される法規等

社用車をマイカーだと思い丁寧に扱う事。こまめに、点検をすること。
買い替え時には積極的にエコカーを導入いたい。


